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神に愛され，幸せに生きる

2020 No. 3


© 2020 Watch Tower Bible and Tract Society of Pennsylvania






この出版物は販売を目的としたものではありません。世界的な聖書教育活動の一環として提供されており，その活動は自発的な寄付によって支えられています。寄付をしたいと思われる方はdonate.jw.orgをご覧ください。聖句は，特に注記がない限り，「新世界訳聖書」からの引用です。

「ものみの塔」誌は，宇宙を治めるエホバ神をたたえます。また，天にある神の王国が間もなく悪を完全に取り除いて地上をパラダイスに変える，という希望を人々に伝えます。そして，イエス･キリストに信仰を持つように勧めます。イエスは人々が永遠に生きられるように命を差し出し，今は神の王国の王として治めています。1879年以来ずっと発行されてきた本誌は，政治と関わりを持たず，常に聖書を基盤としています。











初めに





神は私たちの幸せのためにどんな約束をしていますか。神の言葉は正確に伝えられてきましたか。この雑誌では，神の約束の幾つかを調べ，どうしてそれが信じられるのか，神の約束の素晴らしさをどうすれば味わえるかを考えます。
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[image: 幸せそうな家族が一緒に過ごしている。両親はソファに座り，互いの手を握っている。子供たちはテーブルで絵を描いている。]




あなたも神に愛され，ずっと幸せに生きられます





	戦争や暴力，争いのない世界を望んでいますか。



	病気や苦しみ，死がなくなればいいのにと思いますか。



	心配や不安がなくなってほしいと思いますか。



	自然災害のない所で暮らしたいですか。





愛情深い神は美しい地球を創造し，平和で幸せな生活がいつまでも続くことを人間に約束しました。信じられないと思いますか。






続く記事で次の点を考えましょう。


	創造主は私たちのことをどう思っていますか。



	神は私たちにどのようにメッセージを伝えていますか。



	神の預言者はどんな素晴らしい約束を明らかにしましたか。



	今も将来もずっと幸せに生きるために何ができますか。





ではまず，創造主が私たちを愛している証拠について調べましょう。












[image: 山越しに太陽が昇っている。]




創造主は私たちのことを愛している




1. 創造主は太陽を昇らせている


生きていくのに太陽の光は欠かせません。木は太陽のエネルギーのおかげで，葉，花，果実，木の実，種を生み出します。また，木の根は土壌から水を吸い上げて葉まで運び，水蒸気として空中に放出します。



[image: 山腹一面に広がっている茶畑，上空からの眺め。]








2. 創造主は雨を降らせている


雨は神からの大切な贈り物です。作物が収穫できるのはそのおかげです。神は天からの雨と実りの季節を与え，食物を豊かに供給して私たちの心を喜びで満たしています。



[image: 枝に止まっている鳥が，落ちてくる木の実を食べようと身を伸ばしている。]








3. 創造主は食べ物と着る物を与えている


多くの父親は家族に衣食住を与えるために一生懸命です。一方で，聖なる書物にはこうあります。「鳥をよく観察しなさい。種をまいたり，刈り取ったり，倉に集めたりはしません。それでも天の父は鳥を養っています。あなたたちはそれよりも価値があるのではありませんか」。（マタイ 6:25，26）

「野のユリがどのように育つかをよく考えなさい。……しかし，華やかな生活を送ったソロモン王でさえ，このような花の1つほどにも装ってはいませんでした。では，神が……野の草木にこのように服を与えているなら，ましてあなたたちには服を与えてくださるのではないでしょうか」。（マタイ 6:28-30）

神が食べ物や服を与えてくださるのであれば，ほかに必要な物も手に入れられるよう必ず助けてくださいます。神が喜ぶことをしようと努めるなら，仕事を見つけて生活に必要な物を買ったり，作物を収穫したりできるよう，神は助けてくださいます。（マタイ 6:32，33）

太陽や雨，鳥や花について考えると，神から愛されていると感じませんか。では，創造主は人間にどのようにメッセージを伝えてきたでしょうか。次の記事を見てみましょう。







創造主は「太陽を昇らせ，……雨を降らせ[る]」。マタイ 5:45


創造主は私たちのことを深く愛しています。まるで自分の家族を優しく気遣う父親のようです。聖なる書物によると，神は私たちが「求める前から，必要とするものを知って」いて，それを惜しみなく与える方です。（マタイ 6:8）







^ （マタ 6:25， 26） それで，何を食べ何を飲むのだろうかと自分の命のことで，また何を着るのだろうかと自分の体のことで，心配するのをやめなさい。命は食物より，体は服より大切ではありませんか。 26 鳥をよく観察しなさい。種をまいたり，刈り取ったり，倉に集めたりはしません。それでも天の父は鳥を養っています。あなたたちはそれよりも価値があるのではありませんか。



^ （マタ 6:28-30） また，服のことでなぜ心配しているのですか。野のユリがどのように育つかをよく考えなさい。苦労して働いたり，糸を紡いだりはしません。 29 しかし，華やかな生活を送ったソロモン王でさえ，このような花の1つほどにも装ってはいませんでした。 30 では，神が，今日ここに生えていて明日火に投げ込まれる野の草木にこのように服を与えているなら，ましてあなたたちには服を与えてくださるのではないでしょうか。信仰の少ない人たち。



^ （マタ 6:32， 33） これら全ては異国の人々が必死に求めているものです。天の父は，あなたたちがこうしたもの全てを必要としていることを知っています。 33 ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^ （マタ 5:45） 自分が天にいる父の子であることを示すためです。父は悪人にも善人にも太陽を昇らせ，正しい人にも正しくない人にも雨を降らせてくださるのです。



^ （マタ 6:8） 異国の人々のようであってはなりません。天の父は，あなたたちが求める前から，必要とするものを知っているのです。









[image: 社長は手紙の内容を口頭で秘書に伝え，秘書はそれをノートパソコンで打ち込んでいる。]

社長が秘書にメッセージを書かせるのと同じように，神は信頼できる人たちを選んで聖なる書物を書かせた。






創造主はどのようにメッセージを伝えたか





創造主は人間を創造した時から，天使や預言者たちを通して人とコミュニケーションを取ってきました。また，自分のメッセージや素晴らしい約束について書かせました。神からの約束はあなたの将来にも関係があります。では今の時代，どうすればその約束を知ることができますか。

神からのメッセージは聖なる書物に書かれています。（テモテ第二 3:16）神はどのように預言者たちに書かせたのでしょうか。筆者たちの思考を導いて，メッセージを書かせました。（ペテロ第二 1:21）今でも社長が秘書にメッセージを書かせることがあります。それは社長からのメッセージです。同じように，神が人間に書かせた書物も，神からの書物といえます。






神の言葉は広く読まれている


神はとても大切なメッセージを，全ての人に読んで理解してほしいと思っています。今日，「あらゆる国や民族や言語や種族」の人たちが，神からの「永遠の良い知らせ」を読むことができます。（啓示 14:6）神の祝福のおかげで，聖なる書物は全巻もしくは一部が3000以上の言語で入手できます。これほどの言語で読める本はほかにありません。









^ （テモ二 3:16） 聖書全体は神の聖なる力*の導きによって書かれたもので，教え，戒め，矯正し，正しいことに基づいて指導するのに役立ちます。

用語集参照。


^ （ペテ二 1:21） どの預言も，人間の考えによって語られたのではありません。人が聖なる力*に導かれて*，神からの言葉を語ったのです。

用語集参照。
直訳，「運ばれて」。


^ （啓 14:6） また私は，別の天使が空高く*飛んでいるのを見た。その天使は，地上に住む人々，すなわち，あらゆる国や民族や言語や種族の人々に伝える，永遠の良い知らせを携えていた。

直訳，「中天を」。








[image: 上の写真は死海文書の中のイザヤ書の一部。下の写真はイザヤ書の現代アラビア語訳。]

上: 死海文書の中のイザヤ書の一部。下: イザヤ書の現代アラビア語訳。神の言葉の正確さはずっと保たれている。






神の言葉は書き換えられているか





ある人たちは，神の言葉は書き換えられているのではないかと考えています。預言者イザヤは，神の言葉は「永遠に存続する」と言いました。（イザヤ 40:8）神の言葉が正確に伝わってきたと確信できるのはなぜでしょうか。

神は自分の言葉を保存し，改ざんされないよう守ってきました。古代の写字生は手書きの写本を作るとき，神聖な本文の一字一句を数え，追加や変更，削除がないように細心の注意を払いました。それでも，多少の間違いはありました。






神の言葉が変わらずに伝えられてきたと確信できるのはなぜか


聖なる書物を書き写した古代写本は何千もあります。1つの写本にごくわずかな相違があっても，それをほかの写本と比べることで，正確さを見極められます。（さらに詳しくは，jw.orgで「聖書には改ざんされた箇所がありますか」という記事をご覧ください。）

一例として，死海文書と呼ばれる古代文書があります。これは1947年，死海付近の洞窟でベドウィンが発見しました。この中には，2000年以上前の聖なる書物の一部が含まれています。専門家はこれら古代文書を，現代の聖なる書物と比べました。どんなことが分かりましたか。

学者たちによれば，現代の神からの書物は，原文の内容と変わっていません。* 古代写本を注意深く調べた結果，神の言葉は今も全く同じということが分かりました。神は私たちのために，聖なる書物の正確さが失われないよう導いてきたのです。

ですから，神の言葉の正確さに全幅の信頼を置いて読むことができます。そのことを念頭に置き，次の記事では，預言者たちが神について語った事から何を学べるかを調べましょう。







^ 7節 「英訳死海文書完全版」，ゲザ･ベルメス著，16ページ






^ （イザ 40:8） 青草は干からび，花は枯れる。 しかし，私たちの神の言葉は永遠に存続する」。









[image: アブラハムが星を見上げ，両手を上げている。]




神について伝えた預言者たち


神は過去に，人類への大切なメッセージを預言者たちに託しました。預言者たちが神について語った事から何を学べますか。神に仕えた3人の預言者たちについて調べましょう。





アブラハム


神は公平な方で，全ての人を祝福したいと思っている。

神は預言者アブラハムに，「あなたによって地上の家族全てが必ず祝福を受ける」と約束しました。（創世 12:3）

何を学べるか。神は私たちのことを深く愛していて，自分に従う全ての人を，男性も女性も子供たちも祝福したいと思っています。






モーセ


神は憐れみ深い方で，神を知ろうと努める人たちを祝福する。

全能の神は預言者モーセに，強力な奇跡を行う力を与えました。モーセはさらにこう祈り求めました。「あなたの道を私に知らせてください。私があなたを知り，あなたの好意を得続けるためです」。（出エジプト 33:13）神はその願いを喜び，自分について多くのことをモーセに教えました。例えばモーセは，創造主が「憐れみ深く，思いやりがある神」だと学びました。（出エジプト 34:6，7）

何を学べるか。神のことをもっと知ろうと努力するなら，神は私たちを，男性も女性も子供たちも皆，祝福してくださいます。神は聖なる書物の中で，どうやって自分を崇拝するとよいか，どれほど私たちに恵みや祝福を与えたいと思っているかを示しています。






イエス




[image: イエスが重い皮膚病の男性を癒やしている。]

イエスはあらゆる病気の人に思いやりを示して癒やした。





イエスについて知り，イエスのしたことや教えたことを学ぶなら，いつまでも神に愛され，幸せに生きられる。

聖なる書物には，イエスの生涯や教えについて多くの詳細な点が記録されています。神はイエスに強力な奇跡をたくさん行う力を与え，イエスは目が見えない人，耳が聞こえない人，足が不自由な人たちを癒やしました。また，亡くなった人を生き返らせました。イエスはこのようにして，神が将来全人類にもたらす祝福について明らかにしました。どうすれば私たち一人一人が神の祝福を受けられるかについて，こう説明しました。「永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る必要があります」。（ヨハネ 17:3）

イエスは思いやりがあり，優しくて親切でした。老若を問わず男性も女性も，イエスの次の温かな呼び掛けを聞いてそのもとに押し寄せました。「私から学んでください。私は温和で，謙遜だからです。あなたたちは爽やかさを感じるでしょう」。（マタイ 11:29）当時の人々は女性を差別しましたが，イエスは女性にも親切で，尊厳を重んじ，敬いました。

何を学べるか。イエスは人々を深く愛し，私たちが互いにどう接したらよいかについて素晴らしい手本を残しました。






イエスは神ではない


聖なる書物は「私たちには父であるひとりの神がいて」，イエス･キリストは神が遣わした謙虚な使者であると教えています。（コリント第一 8:6）イエスによれば，神はイエスより偉大で，神がイエスを地上に遣わしました。（ヨハネ 11:41，42; 14:28）*







^ 17節 イエス･キリストについてさらに詳しくは，「真の信仰 ― 幸せへの鍵」（英語）という冊子のセクション8と9をご覧ください。www.jw.orgで読むこともできます。






^ （創 12:3） 私は，あなたに祝福があることを願い求める人たちを祝福し，あなたに不幸があることを願い求める人に災いをもたらす。あなたによって地上の家族全てが必ず祝福を受ける*」。

または，「獲得する」。


^ （出 33:13） もし私があなたの好意を得ているのでしたら，どうか，あなたの道を私に知らせてください。私があなたを知り，あなたの好意を得続けるためです。この国民があなたの民であることもご考慮ください」。



^ （出 34:6， 7） エホバはモーセの前を通り過ぎつつ，こう宣言した。「エホバ，エホバ，憐れみ深く，思いやり*がある神，すぐに怒らず，揺るぎない愛*に満ち，常に信頼できる*。 7 揺るぎない愛を幾千代までも示し，過ちと違反と罪を許す。しかし，罪がある人を処罰しないことは決してなく，父の過ちに対する処罰を子や孫やひ孫に及ぼす」。

または，「慈しみ」。
または，「愛ある親切」。
または，「真実を語る」。


^ （ヨハ 17:3） 永遠の命を得るには，唯一の真の神であるあなたと，あなたが遣わされたイエス･キリストのことを知る*必要があります。

または，「についての知識を取り入れる」。ここのギリシャ語動詞は，継続的な行為を表している。


^ （マタ 11:29） 私と共に働いて，私から学んで*ください。私は温和で，謙遜だからです。あなたたちは爽やかさを感じるでしょう。

または，「私の弟子（私から学ぶ人）になって」。


^ （コリ一 8:6） 私たちには父であるひとりの神がいて，この方によって全てのものがあり，私たちはこの方のために存在しています。また，ひとりの主イエス･キリストがいて，この方を通して全てのものがあり，私たちはこの方を通して存在しています。



^ （ヨハ 11:41， 42） 石がどけられると，イエスは天を見上げて，こう言った。「父よ，私の願いを聞いてくださり，感謝いたします。 42 いつも聞いてくださることは知っていますが，周りに立つ人々のために言っています。あなたが私を遣わされたことをこの人々が信じるためです」。



^ （ヨハ 14:28） あなたたちは，『私は去っていき，また戻って来る』と私が言ったのを聞きました。私を愛しているなら，私が父のもとに行こうとしていることを喜ぶはずです。父は私より偉大だからです。









[image: 中東の男性が祈っている。]

「祈りを聞く方」である神は，私たちの祈りを喜んで聞いてくださる。詩編 65:2






神に聞かれる祈り





神は人間に特別な贈り物を与えました。それは祈りです。人は祈りによって神とコミュニケーションを取り，自分の気持ちを伝えることができます。「祈りを聞く方，あなたのもとにあらゆる人が来ます」と預言者ダビデは祈りました。（詩編 65:2）とはいえ，神に聞かれる祈りをして恵みを得るにはどうすればよいでしょうか。






謙虚な姿勢で心から祈る


神に個人的に祈り，自分の気持ちを全て神に伝えましょう。本当の気持ちを伝えるのです。（詩編 62:8）全能の神は心からの誠実な祈りを聞いて喜びます。






神に名前で呼び掛ける


神にはアッラーなど数々の称号がありますが，神だけが持つ特別な名前があります。「私はエホバ。それが私の名」とあります。（イザヤ 42:8）エホバという名前は聖なる書物の中に7000回ほど出てきます。多くの預言者は敬意を込めて神に名前で呼び掛けました。アブラハムは「エホバ，どうか，……聞いてください」と言いました。（創世 18:30）私たちも祈る時にエホバという神のお名前を使うべきです。






自分の言語で祈る


どんな言語で祈るとしても，神は私たちの考えや気持ちを理解することができます。神の言葉が保証している通り，神は「不公平ではな」く，「神を畏れて正しいことを行う人はどの国の人でも神に受け入れられるのです」。（使徒 10:34，35）

とはいえ，神の恵みを得るには，祈る以上のことをする必要があります。続く記事では，何をすればよいかを考えます。









^ （詩 65:2） 祈りを聞く方，あなたのもとにあらゆる人が来ます。



^ （詩 65:2） 祈りを聞く方，あなたのもとにあらゆる人が来ます。



^ （詩 62:8） 民よ，いつでも神に頼れ。 あなたの気持ちを全て神に伝えよ。 神は私たちの避難所。（セラ）



^ （イザ 42:8） 私はエホバ。それが私の名。 私は自分の栄光をほかの誰にも与えず*， 自分の栄誉をどんな彫像にも与えない。

または，「誰とも分け合わず」。


^ （創 18:30） アブラハムは続けた。「エホバ，どうか，お怒りにならずに聞いてください。もし30人しかいないとしたらどうでしょうか」。神は答えた。「30人いるなら，滅ぼしません」。



^ （使徒 10:34， 35） そこでペテロは話し始めた。「神が不公平ではないことがよく分かりました。 35 神を畏れて正しいことを行う人はどの国の人でも神に受け入れられるのです。









[image: 家族が幸せそうに過ごしている。母親がキッチンで娘と食事の準備をしている。父親がリビングでもう1人の娘と写真のアルバムを見ている。]

神のおきてに従うなら，本当の幸せを味わえる。






神に従う人たちが味わう幸せ





預言者モーセは，神のおきてに従うなら，神に祝福されると言いました。（申命 10:13; 11:27）私たちは神に処罰されたくないので従うのではありません。むしろ，魅力的な性格を持つ神を愛し，神を悲しませたくないと思うので従います。「神を愛するとは，神のおきてを守ることです」。（ヨハネ第一 5:3）

では，神に従うとどんな祝福がありますか。2つの点を考えましょう。






1. 神に従うと賢くなれる


「私エホバは，あなたの神である。あなたのためになる生き方を教え，あなたを導いて正しい道を歩ませる」。イザヤ 48:17



創造主であるエホバ神は私たちのことをよく知っていて，必要なアドバイスを与えています。それで，賢く行動したいなら，聖なる書物を読んで，神が私たちに望んでいることを学び，その教えを実践しなければなりません。






2. 神に従うと幸せになれる


「神の言葉を聞いて守っている人たちこそ幸福です！」 ルカ 11:28



今日，神の言葉に従う何百万もの人たちは本当の幸せを味わっています。例えば，スペインのある男性はかっとなりやすく，妻やほかの人たちに厳しく接していました。ある日，預言者モーセが書いた書を読み，ヤコブの息子ヨセフの穏やかな気質について知りました。ヨセフは奴隷として売られ，不当にも牢獄に入れられましたが，依然として穏やかで，平和を愛し，寛容でした。（創世 37-45章）男性はこう話しています。「ヨセフのことを考えると，私も穏やかで親切な人になり，自分を抑えようと思いました。今の私は幸せです」。

聖なる書物は人との接し方についてほかにも多くのことを載せています。この点は続く記事で取り上げます。









^ （申 10:13） 私が今日命じるエホバのおきてと法令を自分のために守ることです。



^ （申 11:27） 私が今日命じるエホバ神のおきてに従うなら，祝福を受けます。



^ （ヨハ一 5:3） 神を愛するとは，神のおきてを守ることです。神のおきては重荷ではありません。



^ （イザ 48:17） あなたを救う*方，イスラエルの聖なる方，エホバはこう言う。 「私エホバは，あなたの神である。 あなたのためになる生き方を教え， あなたを導いて正しい道を歩ませる。

直訳，「買い戻す」。


^ （ルカ 11:28） しかしイエスは言った。「いいえ，神の言葉を聞いて守っている人たちこそ幸福です！」









[image: イエスの例えに出てくる親切なサマリア人が，強盗に襲われて道路の脇に倒れている男性の傷に油を付けている。]

愛があれば，自分よりも相手を優先する。






人に愛を示す





私たちは皆，最初の人間アダムの子孫なので，1つの家族です。家族は互いに愛と敬意を示し合うものですが，今の時代はそれが難しくなっています。愛情深い神はこのような状況を残念に思っています。






愛について聖なる書物が教えていること


「仲間を自分自身のように愛さなければならない」。レビ 19:18



「敵を愛し続け……なさい」。マタイ 5:44








仲間を愛するとはどういうことか


コリント第一 13章4-7節で神が愛をどう説明しているか見てみましょう。

「愛は辛抱強く，親切です」。

考えてみてください。親切で辛抱してくれる人，失敗してもすぐに怒らない人のことをどう思いますか。

「愛は嫉妬しません」。

考えてみてください。疑い深くて嫉妬深い人のことをどう思いますか。

愛は「自分のことばかり考え」ません。

考えてみてください。自分の意見にこだわらず，あなたの考えを尊重してくれる人のことをどう思いますか。

「愛は傷つけられても根に持ちません」。

考えてみてください。神は，過ちを犯しても深く反省する人を進んで許してくださいます。「いつも非難するのでも，ずっと憤ったままでいるのでも」ありません。（詩編 103:9）傷つけてしまった人が自分のことを許してくれると，ありがたく思います。それで，誰かに傷つけられても，快く許しましょう。（詩編 86:5）

「愛は不正を喜ばない」。

考えてみてください。自分の身につらいことが起きたとき，周りの人に喜んでほしくはありません。同じように，誰かが大変な目に遭ったとき，たとえそれが自分に嫌なことをした人でも，喜ばないようにします。

神に愛されるには，このような仕方でどんな人にも愛を示さなければなりません。実際に愛を示す1つの方法は，困っている人を助けることです。









^ （レビ 19:18） 隣人に復讐をしたり，恨みを抱いたりしてはならない。仲間を自分自身のように愛さなければならない。私はエホバである。



^ （マタ 5:44） しかし私は言います。敵を愛し続け，迫害する人のために祈り続けなさい。



^ （コリ一 13:4-7） 愛は辛抱強く，親切です。愛は嫉妬しません。愛は自慢せず，思い上がらず， 5 下品な*振る舞いをせず，自分のことばかり考えず，いら立ちません。愛は傷つけられても*根に持ちません。 6 愛は不正を喜ばないで，真実を喜びます。 7 愛は全てのことに耐え，全てのことを信じ，全てのことを希望し，全てのことを忍耐します。

または，「無礼な」。
または，「不当な仕打ちを受けても」。


^ （詩 103:9） いつも非難するのでも， ずっと憤ったままでいるのでもない。



^ （詩 86:5） エホバ，あなたは善い方で，快く許してくださいます。 あなたに呼び掛ける人全てに，揺るぎない愛を豊かに示してくださいます。









[image: 男性が地図を使ってある男性に行き先を教えている。]

あなたも，年齢，国籍，宗教の違う人たちを助けることができますか。






困っている人を助けるなら神に愛される





世界中の大勢の人が食べ物や住まいを必要としています。明るい未来を切望している人もいます。そういう人たちを助けようと努力するなら，神に良いと認められ，愛されます。






聖なる書物が教えていること


「立場が低い人に親切にする人はエホバに貸しており，神はその行いに報いてくださる」。格言 19:17








困っている人を助けるとはどういうことか


イエスが語った例え話の中で，ある男性が強盗に襲われて半殺しにされました。（ルカ 10:29-37）そこに親切な人が立ち止まり，ひどいけがを負った男性を世話しました。人種が違うのに，そうしました。

この親切な人はけがを負った男性に応急処置を施して必要な物を与え，男性をつらい状況から解放してあげました。

この話から何を学べますか。私たちもいろいろな方法で困っている人を助けることが必要です。（格言 14:31）聖なる書物によれば，神はもうすぐ貧困や苦しみを終わらせます。では，いつどのようにそうするのでしょうか。続く記事では，愛情深い創造主があなたのためにどんな祝福を用意しているかを取り上げます。







「神は私を決して見捨てませんでした」


ある移民の男性，ガンビア

「ヨーロッパに着いた時，何も持っていませんでした。仕事も，お金も，家もありませんでした。聖なる書物を学んだおかげで，上手にやりくりして，一生懸命働き，自分の方から人を助けるようになりました。神は私を決して見捨てませんでした。どんな時も助けてくださいました！」







^ （格 19:17） 立場が低い人に親切にする人はエホバに貸しており， 神はその行いに報いて*くださる。

または，「返して」。


^ （ルカ 10:29-37） しかしその男性は，自分の正しさを示そうとしてイエスに言った。「私の隣人とはいったい誰でしょうか」。 30 イエスは答えた。「ある男性がエルサレムからエリコに下っていく途中で，強盗たちに襲われました。強盗は服を剝ぎ，殴り，半殺しにして去っていきました。 31 たまたま，ある祭司がその道路を下っていきましたが，男性を見ると，道の反対側を通り過ぎました。 32 同じように，あるレビ族の人も，そこに来て彼を見ると，道の反対側を通り過ぎました。 33 ところが，その道路を通っていたあるサマリア人はそこに来て彼を見ると，かわいそうに思いました。 34 それで近寄り，傷に油とぶどう酒を注いで包帯をしてあげました。それから彼を自分の家畜に乗せ，宿屋に連れていって世話をしました。 35 次の日，2デナリ*を取り出し，宿屋の主人に渡して言いました。『この人の世話をしてください。もっと費用がかかったら，戻ってきた時に払いますから』。 36 この3人のうち誰が，強盗に襲われた人にとって隣人になったと思いますか」。 37 律法に通じた男性は言った。「その人に対して憐れみ深く行動した人です」。イエスは言った。「行って，あなたも同じようにしなさい」。

付録B14参照。


^ （格 14:31） 立場が低い人からだまし取ることは人を造った方への侮辱であり， 貧しい人に思いやりを示すならその方をたたえることになる。









[image: さまざまな背景の人たちがパラダイスになった地上で交友を楽しんでいる。]

「地面は作物を生み出す。神，私たちの神は祝福してくださる」。詩編 67:6






いつまでも創造主に愛される





神は預言者アブラハムに，あなたの子孫によって「地上の全ての国民」が祝福されると約束しました。（創世 22:18）その子孫とは誰でしょうか。

2000年近く前に，神はアブラハムの子孫であるイエスに強力な奇跡を行う力を与えました。それらの奇跡により，アブラハムへの約束はイエスによって実現することが示されました。（ガラテア 3:14）

イエスの奇跡により，神が人類を祝福するためにイエスを選んだことがはっきりしました。また，神がどのようにイエスを用いて人類に永遠の祝福を与えるかが明らかになりました。奇跡を通してイエスのどんな魅力的な性格が分かるか，見てみましょう。

優しさ イエスは病気の人を癒やした。

ある時，重い皮膚病の人がイエスに癒やしてほしいと頼みました。イエスは男性に触れて「そう望みます」と言いました。するとすぐに病気は消えました。（マルコ 1:40-42）

気前良さ イエスは空腹の人に食事をさせた。

イエスは人々に空腹でいてほしくありませんでした。それで，わずかなパンと小さな魚を奇跡的に増やし，大勢の人に食事をさせたことが一度ならずあります。（マタイ 14:17-21; 15:32-38）みんなが食べて満足し，食べ物が余るほどでした。

思いやり イエスは死者を生き返らせた。

イエスは，一人息子を亡くした身寄りのないやもめが悲しむのを見て「かわいそうに思い」，息子を生き返らせました。（ルカ 7:12-15）







地上でいつまでも続く神からの祝福


イエスは神が人類を祝福できることをすでに実証しました。間もなく全能の神は，イエスが戻ってきた時に，地上全体でより大規模な奇跡を行わせます。

神がアブラハムへの約束を実現させる時，地上での生活はどうなるでしょうか。神を愛し敬う人たちは「地上に住み続け，豊かな平和をこの上なく喜」びます。（詩編 37:11）「もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります」。（啓示 21:4）

地上でいつまでも平和に暮らせるというのは，本当に素晴らしい祝福です。神が人類にもたらす祝福について詳しく学びたい方はwww.jw.orgをご覧ください。







^ （詩 67:6） 地面は作物を生み出す。 神，私たちの神は祝福してくださる。



^ （創 22:18） あなたの子孫*によって地上の全ての国民が祝福を受ける*。あなたが私の言ったことに従ったからである』」。

直訳，「種」。
または，「獲得する」。


^ （ガラ 3:14） それは，アブラハムへの祝福がキリスト･イエスによって異国の人々に及ぶようになるため，そして私たちが，約束されていた聖なる力を信仰のゆえに受けるようになるためでした。



^ （マル 1:40-42） また，重い皮膚病の男性がイエスの所に来て，ひざまずいて嘆願し，「あなたは，お望みになるだけで，私を癒やす*ことができます」と言った。 41 イエスはかわいそうに思い，手を伸ばして男性に触り，「そう望みます。良くなりなさい」と言った。 42 すぐに病気は消え，男性は良くなった。

または，「清くする」。


^ （マタ 14:17-21） 弟子たちは言った。「5つのパンと2匹の魚しかありません」。 18 イエスは，「私の所に持ってきなさい」と言った。 19 そして，草の上に座るよう群衆に指示した。5つのパンと2匹の魚を取り，天を見上げて祈り，パンを割って弟子たちに渡し，次いで弟子たちが群衆に与えた。 20 こうして皆が食べて満足した。余ったかけらを拾うと，12個の籠がいっぱいになった。 21 食べた男性は約5000人で，女性や子供もいた。



^ （マタ 15:32-38） イエスは弟子たちを呼んで，言った。「群衆がかわいそうです。私と共に3日いて，食べる物がないのです。空腹のまま*去らせたくありません。途中で倒れてしまうかもしれません」。 33 しかし弟子たちは言った。「この辺ぴな場所のどこで，これほどの群衆に十分食べさせるだけのパンを得られるでしょうか」。 34 するとイエスは言った。「パンは幾つありますか」。弟子たちは，「7つです。それに小さな魚が何匹かあります」と言った。 35 イエスは，地面に座るよう群衆に指示した後， 36 7つのパンと数匹の魚を取り，感謝の祈りをしてから，それを割って弟子たちに渡し始め，そして弟子たちが群衆に与えた。 37 皆が食べて満足した。余ったかけらを拾うと，7つの大籠がいっぱいになった。 38 食べた男性は4000人で，女性や子供もいた。

または，「食べ物を持たせずに」，「何も食べないまま」。


^ （ルカ 7:12-15） 町の門に近づくと，死人が運び出されてくるところだった。それはある母親の一人息子で，しかも母親はやもめだった。町のかなり多くの人も一緒にいた。 13 主イエスはその母親を見ると，かわいそうに思い，「泣くことはありません」と言った。 14 そして，遺体を載せた台に近づいて触った。担いでいた人たちは立ち止まった。イエスは言った。「若者よ，さあ，起き上がりなさい！」 15 すると死人は体を起こして話し始め，イエスは息子を母親に渡した。



^ （詩 37:11） しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられ」。


^ （啓 21:4） 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。








考えたことがありますか





	

[image: 2つのコーヒーカップの隣にスマホが置いてある。スマホの画面には「真の信仰 ― 幸せへの鍵」という冊子が表示されている。]



  どうして世の中は問題だらけなのだろうか。



	  どうすれば生活のいろいろな問題に対処できるだろうか。



	  神は私のことを気に掛けているだろうか。（ペテロ第一 5:6，7）



	  どうすれば神についてもっと知ることができるだろうか。





何百万もの人たちが聖なる書物を学び，こうした疑問に対する納得のいく答えを見つけています。あなたもそうできます。

さらに詳しく知りたい方は，「真の信仰 ― 幸せへの鍵」（英語）という無料の冊子を本誌の発行者に依頼するか，www.jw.orgで読むことができます。









^ （ペテ一 5:6， 7） 神の力強い手の下で謙遜になってください。そうすれば，神はやがて皆さんを重んじて*くださいます。 7 そして，心配事*を全て神に委ねましょう。神は優しく気遣ってくださるからです。

直訳，「高く上げて」。
または，「不安」，「悩み」。
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^ （創 37:1-45:28） ヤコブは，父が外国人として住んだカナン地方にずっと住んでいた。 2 以下はヤコブの家族についての記録である。 ヨセフは17歳の時，家畜の群れの番をしていた。兄弟たちも一緒だった。父の妻ビルハとジルパの子たちである。ヨセフは，彼らの悪い行いについて父に伝えた。 3 イスラエルは，ほかのどの息子よりもヨセフを愛した。高齢になってできた子だったからである。イスラエルはヨセフのために特別な*長い服を作らせた。 4 兄弟たちは自分たちよりヨセフの方が父に愛されているのを知って，ヨセフを憎むようになり，ヨセフと穏やかに話すことができなかった。 5 ある時，ヨセフは夢を見て，それについて兄弟たちに話した。すると兄弟たちはますます憎しみを募らせた。 6 ヨセフはこう言ったのである。「私が見た夢について聞いてください。 7 私たちが畑の真ん中で作物の束を作っていると，私の束が起き上がって真っすぐに立ちました。そしてみんなの束が私の束の周りに来て，ひれ伏しました」。 8 兄弟たちは言った。「おまえは俺たちの王になって支配するというのか」。こうして彼らは，ヨセフが見た夢と言った事柄のために，ヨセフをますます憎んだ。 9 その後ヨセフは別の夢を見，それについても兄弟たちに話した。「また夢を見ました。今度は，太陽と月と11の星が私にひれ伏していました」。 10 ヨセフは，兄弟たちだけでなく父にも話した。すると父はヨセフを叱って，こう言った。「あなたが見たその夢はどういうことなんだ。私とお母さんと兄弟たちがあなたのそばに行ってひれ伏すのか」。 11 兄弟たちはヨセフに嫉妬したが，父はヨセフが言ったことを心に留めた。 12 さて，兄弟たちは，父の羊の群れをシェケムの近くの牧草地に連れていった。 13 少ししてから，イスラエルはヨセフに言った。「あなたの兄弟たちはシェケムの近くで群れの番をしている。そこに使いに行ってくれないか」。ヨセフは言った。「分かりました」。 14 それでイスラエルは言った。「では，行って，兄弟たちが無事かどうかを見てきてほしい。そして群れの様子も教えてもらいたい」。そうしてヨセフをヘブロンの谷*から送り出した。ヨセフはシェケムに向かった。 15 ヨセフが野原をさまよっていると，ある人に出会った。その人はヨセフに尋ねた。「何を捜しているのですか」。 16 ヨセフは言った。「兄弟たちを捜しています。どこで群れの番をしているか，ご存じですか」。 17 その人は言った。「あの人たちなら，ここから引き揚げていきました。『ドタンに行こう』と言っていましたよ」。それでヨセフは兄弟たちの後を追っていき，ドタンで見つけた。 18 兄弟たちは遠くにヨセフを見掛けた。ヨセフがまだ近くに来ないうちに，彼らはヨセフを殺そうとたくらみ始めた。 19 こう言い合った。「見ろ，あの夢見る方がやって来るぞ。 20 さあ，あいつを殺してどこかの貯水穴に投げ込んでやろう。どう猛な野獣に食い殺されたと言えばいい。あいつの夢がどうなるか，見てやろうじゃないか」。 21 ルベンはこれを聞き，ヨセフを助けようとして，「命を奪うのはやめよう」と言った。 22 ルベンはさらに言った。「殺してはいけない。荒野のこの貯水穴に投げ落とすといい。でも危害を加えてはいけない」。ヨセフを助け出して父の所に帰らせようとしていたのである。 23 ヨセフがそばまで来ると，兄弟たちはすぐにヨセフが着ていた特製の長い服を剝ぎ取った。 24 そして彼をつかんで，貯水穴の中に投げ落とした。その穴は空で，中に水はなかった。 25 兄弟たちはそれから食事のために腰を下ろした。目を上げると，ギレアデからやって来るイシュマエル人の商人の一団が見えた。ラダナムゴム，バルサム，樹脂の多い樹皮をラクダに載せて，エジプトに行く途中だった。 26 ユダが兄弟たちに言った。「弟を殺してそれを隠したところで何の得にもならない。 27 あいつをあのイシュマエル人に売ろうじゃないか。殺すのはやめておこう。俺たちの兄弟，肉親なんだから」。兄弟たちは同意した。 28 イシュマエル人*の商人たちがそばを通り掛かると，兄弟たちはヨセフを穴から引き上げ，銀20枚でイシュマエル人に売った。その人たちはヨセフをエジプトに連れていった。 29 その後ルベンが穴の所に戻ってみると，中にヨセフはいなかった。ルベンは自分の衣服を引き裂いた。 30 そして兄弟たちの所に戻り，こう叫んだ。「あの子がいなくなっている！ ああ，私はいったいどうしたらいいのか」。 31 兄弟たちはヨセフの長い服を取り，雄ヤギを殺して，その血の中にその服を浸した。 32 そして，その特製の長い服を父の所に送り，こう伝えさせた。「私たちはこれを見つけました。あなたの子の服かどうか，調べてください」。 33 父は調べて，叫んだ。「あの子の服だ！ どう猛な野獣に襲われたのだ！ ヨセフはきっと切り裂かれたのだ！」 34 ヤコブは自分の衣服を引き裂き，腰に粗布を巻き，息子のことで何日も嘆き悲しんだ。 35 息子や娘たちは皆，何度もヤコブを慰めようとしたが，ヤコブは聞こうとせず，こう言うのだった。「あの子のことを嘆きながら，私は墓*に入ろう」。こうして父はヨセフのことで泣き続けた。 36 一方，イシュマエル人*たちはエジプトで，ヨセフをファラオの廷臣で護衛官の長であるポテパルに売った。 
38 その頃，ユダは兄弟たちから離れて，アドラムの人ヒラの近くに天幕を張った。 2 ユダはそこで，カナン人シュアの娘と出会った。ユダは彼女を妻とし，関係を持った。 3 彼女は妊娠し，男の子を産んだ。ユダはその子をエルと名付けた。 4 彼女は再び妊娠して男の子を産み，オナンと名付けた。 5 彼女はさらに男の子を産んで，シェラと名付けた。彼女がその子を産んだ時，ユダはアクジブにいた。 6 やがてユダは長男エルのために妻を迎えた。名前はタマルといった。 7 しかし，長男エルはエホバにとって不快なことをしていたため，エホバは彼を死に至らせた。 8 それでユダはオナンに言った。「兄さんの妻と関係を持って義兄弟結婚*をし，兄さんのために子孫を残しなさい」。 9 オナンは，子孫が生まれても自分のものにはならないことを知っていた。それで兄の妻と関係を持つ時は精液を地面に流して，兄に子孫ができないようにしていた。 10 彼がしたことはエホバから見て悪いことだった。そのため神は彼も死に至らせた。 11 ユダは嫁のタマルに言った。「息子のシェラが大人になるまでは，父親の家でやもめとして暮らしなさい」。ユダは，「あの子も上の子たちのように死んでしまうかもしれない」と思ったのである。タマルは父の家に行き，そこで暮らした。 12 しばらく後，シュアの娘であるユダの妻が死んだ。喪の期間が終わってから，ユダは羊の毛を刈る人たちがいるティムナに行った。アドラムの人である友人ヒラも一緒だった。 13 ある人がタマルに告げた。「あなたのしゅうとが羊の毛を刈りにティムナに向かっています」。 14 そこでタマルはやもめの服を脱ぎ，ベールをかぶってショールを巻き，エナイムの入り口の所に座った。エナイムはティムナに行く途中にある。彼女は，シェラが大人になったのに，自分が妻として迎えられていないのを知っていた。 15 ユダは彼女を見掛け，すぐに娼婦だと思った。彼女が顔を覆っていたからである。 16 それで道端にいた彼女に近づき，「あなたと関係を持たせてくれませんか」と言った。息子の妻だと分からなかったのである。彼女は言った。「私と関係を持つために，何を下さいますか」。 17 ユダは言った。「群れの中から子ヤギを送りましょう」。彼女は言った。「それを受け取るまで，何か保証になる物を頂いておけますか」。 18 ユダは言った。「どんな物がいいですか」。彼女は言った。「あなたの印章付きの指輪とひも，お持ちのつえを下さい」。それでユダはそれらを渡して彼女と関係を持った。こうして彼女はユダによって妊娠した。 19 その後，タマルは立ってそこを去り，ショールを外して，やもめの服を着た。 20 ユダは，保証として渡した物を女性から取り戻すため，子ヤギをアドラムの人である友人に託して行かせた。ところが，その人はどうしても女性を見つけられなかった。 21 それで地元の人たちに，「エナイムの道端にいたあの神殿娼婦はどこにいますか」と尋ねた。しかし彼らは，「ここに神殿娼婦がいたことはありません」と言った。 22 彼はユダの所に戻ってきて，言った。「女性は見つかりませんでした。しかも，地元の人たちは，『ここに神殿娼婦がいたことはない』と言っていました」。 23 ユダは言った。「あれはあの人にあげたことにしましょう。これ以上捜すと，私たちの恥をさらすことになってしまいます。とにかく，この子ヤギを届けようとしましたが，見つけられなかったのです」。 24 3カ月ほど後のこと，ある人がユダにこう告げた。「あなたの息子の妻タマルは娼婦のようなことをして，しかも妊娠しています」。ユダは言った。「彼女を連れ出して，焼いてしまいなさい」。 25 連れ出される時，タマルは人に頼んで，しゅうとに次のように伝えさせた。「これらの物の持ち主によって私は妊娠しました」。また，「この印章付きの指輪，ひも，つえが誰の物か，お調べください」とも伝えさせた。 26 ユダは調べて，こう言った。「彼女の方が正しい。彼女を息子のシェラの妻にしなかった私が悪いのだ」。その後ユダがタマルと関係を持つことはなかった。 27 やがてタマルが出産する時が来た。胎内には双子がいた。 28 出産の時，一方の子が手を出したので，助産婦はすぐに緋色の*糸を取ってその手にくくり付け，「先に出たのはこの子」と言った。 29 その子が手を引っ込めると，もう一方の子が出てきた。それで助産婦は叫んだ。「何でこんな裂け目を作るようなことをするの！」 そのためその子はペレツ*と名付けられた。 30 それから，手に緋色の糸を付けた子が出てきた。その子はゼラハと名付けられた。 
39 イシュマエル人はヨセフをエジプトに連れてきた。ヨセフは，ファラオの廷臣で護衛官の長であるエジプト人ポテパルに買い取られた。 2 それでもエホバがヨセフと共にいた。そのためヨセフは成功を収め，エジプト人の主人の家での務めを与えられた。 3 主人は，エホバがヨセフと共にいて，エホバがヨセフのすること全てを成功させている，と感じた。 4 ヨセフはその後も主人に気に入られ，主人のそばで仕えることになった。主人はヨセフに家の管理を任せ，自分のもの全てを委ねた。 5 その時から，エホバはヨセフのゆえにそのエジプト人の家を祝福し続けた。家でも戸外でも，主人のもの全てにエホバの祝福があった。 6 主人は，持っているあらゆるものをヨセフに任せたので，自分が食べる物のことだけを考えていればよかった。しかもヨセフは，りりしい顔立ちの，たくましい人になっていた。 7 こうしたことの後，主人の妻がヨセフに目を留め，「私と寝て」と言うようになった。 8 しかしヨセフは拒み，主人の妻に言った。「ご主人さまは，家の中のことを私に任せ，全く心配しておられません。全てのものを私に委ねてくださっています。 9 この家に私の上に立つ人はいません。ご主人さまが私に下さらないものはありません。でもあなたは別です。奥さまだからです。そのような非常に悪いことをして，神に対して罪を犯すことなど，どうしてできるでしょうか」。 10 彼女は毎日言い寄ったが，ヨセフは彼女のそばで横になることも一緒に居続けることも決してなかった。 11 ある日のこと，ヨセフは仕事のため家に入った。その時，家の中には召し使いが誰もいなかった。 12 すると彼女はヨセフの服をつかんで，「私と寝て！」と言った。ヨセフは，服を残したまま外に逃げた。 13 彼女は，ヨセフが服を残したまま外に逃げていったのを見ると， 14 叫んで家の人たちを呼び，こう言った。「主人があんなヘブライ人の男を連れてくるなんて。あの男は私たちを笑いものにしようとしているのよ。入ってきて私と寝ようとしたから，大声で叫んだの。 15 叫び声を聞いたら，服を残したまますぐ逃げていったわ」。 16 そうして彼女は，主人が家に戻ってくるまで，ヨセフの服をそばに置いておいた。 17 彼女は主人に同じことを話した。「あなたが連れてきたあのヘブライ人の召し使いが，私の所に入ってきて，私を笑いものにしようとしたのよ。 18 でも，私が大声で叫んだから，服を残したまますぐ逃げていったわ」。 19 主人は，妻が「あなたの召し使いにこんなことをされた」と話すのを聞いて，怒りに燃えた。 20 それで主人はヨセフを捕らえて牢獄に入れた。そこは王が囚人たちを収容しておく所で，ヨセフはその牢獄にずっと入れられた。 21 それでも，エホバが引き続きヨセフと共にいて，揺るぎない愛を示したので，ヨセフは牢獄の長に気に入られるようになった。 22 長は，牢獄内の囚人全員をヨセフに監督させた。囚人たちが行うことは全てヨセフが指示した。 23 ヨセフに任せておけば，牢獄の長は安心だった。エホバがヨセフと共にいて，エホバがヨセフのすること全てを成功させていたからである。 
40 こうしたことの後，エジプトの王の献酌人*の長と料理人*の長が，主人である王に対して罪を犯した。 2 ファラオはその2人の家来に対して憤り， 3 2人を護衛官の長の家にある牢獄に入れた。ヨセフが入れられている所である。 4 護衛官の長はヨセフに，2人の世話をするよう命じた。こうして2人は牢獄にしばらくいた。 5 エジプトの王の献酌人と料理人は牢獄の中で，同じ夜に別の夢を見た。それぞれの夢には意味が込められていた。 6 翌朝，ヨセフが来てみると，2人は元気がない様子だった。 7 それでヨセフは尋ねた。「今日はどうして沈んだ顔をしているのですか」。 8 彼らは言った。「夢を見たのですが，意味を解き明かしてくれる人がいないのです」。ヨセフは言った。「神が解き明かしてくださるのではないでしょうか。どんな夢か，私に話してください」。 9 献酌人の長が，見た夢についてヨセフに話した。「夢の中で，私の前にブドウの木がありました。 10 そのブドウの木には3本のつるがあり，新芽も出ていました。花が咲き，ブドウの房が熟しました。 11 私はそのブドウを取り，持っていたファラオの杯に搾って入れました。そして杯をファラオに手渡しました」。 12 ヨセフは言った。「その夢の意味はこうです。3本のつるは3日のことです。 13 3日後，ファラオはあなたをここから出し*，元の立場に戻します。献酌人として，以前と同じようにファラオに杯を渡すことになります。 14 それで，その通りになったら，私のことを必ず思い出してください。そして揺るぎない愛を私に示し，私のことをファラオに話して，ここから出られるようにしてください。 15 私はヘブライ人の土地から無理やり連れてこられたのです。ここでも，投獄される*ようなことは何もしていません」。 16 ヨセフが言った夢の意味が好ましいものだったので，料理人の長はヨセフに言った。「私も夢を見ました。私の頭の上に，白いパンが入った3つの籠が載っていました。 17 一番上の籠に，ファラオのために焼いたいろいろな物が入っていましたが，鳥たちがそれらを食べていました」。 18 ヨセフは答えた。「その夢の意味はこうです。3つの籠は3日のことです。 19 3日後，ファラオは，首をはねて*あなたを杭に掛けます。そして鳥があなたの肉を食べます」。 20 3日後はファラオの誕生日だった。ファラオは家来たち全員を招いて宴を催し，家来たちの前に献酌人の長と料理人の長を連れてこさせた。 21 そして献酌人の長を元の職務に戻した。彼は引き続きファラオに杯を手渡すことになった。 22 一方，料理人の長は杭に掛けられ，ヨセフが言った通りになった。 23 しかし，献酌人の長はヨセフのことを思い出さず，忘れてしまった。 
41 丸2年がたった頃，ファラオは夢を見た。夢の中で，ファラオはナイル川の近くに立っていた。 2 するとその川から，肉付きの良い美しい7頭の雌牛が上がってきて，川のそばで草を食べた。 3 その後，痩せ細った醜い7頭の雌牛がナイル川から上がってきて，川岸にいる肉付きの良い雌牛の横に立った。 4 それから，痩せ細った醜い雌牛が，肉付きの良い美しい7頭の雌牛を食い尽くしていった。ここでファラオは目が覚めた。 5 ファラオは再び眠り，別の夢を見た。穀物の1本の茎から，実の詰まった立派な穂が7つ出ていた。 6 その後，東からの熱風で干からびた細い穂が7つ出てきた。 7 それから，その細い穂が，実の詰まった7つの立派な穂をのみ込んでいった。ここでファラオは目が覚め，夢だと気付いた。 8 朝になり，胸騒ぎがしたファラオは，人を使ってエジプト中の魔術師と賢者を呼び集めた。そして，見た夢について話した。しかし，誰一人として，ファラオに夢の意味を解き明かすことはできなかった。 9 そこで献酌人の長がファラオに話した。「ここに，私の罪を打ち明けます。 10 ファラオは，家来のことでお怒りになりました。私と料理人の長のことです。それで私たちは，護衛官の長の家にある牢獄に入れられました。 11 その後，同じ夜に私たちはそれぞれ夢を見ました。どちらも意味が込められた夢でした。 12 そこには，護衛官の長の召し使いであるヘブライ人の若者がいました。夢について彼に話すと，それぞれの意味を解き明かしてくれました。 13 そして彼が言った通りになりました。私は元の立場に戻り，もう1人は杭に掛けられました」。 14 ファラオは，ヨセフを牢獄*からすぐに連れてこさせた。ヨセフは毛をそって服を着替え，ファラオの所に入った。 15 ファラオはヨセフに言った。「私は夢を見たのだが，その意味を解き明かせる人がいない。聞くところによると，おまえは夢を聞いて意味を解き明かせるそうだな」。 16 ヨセフはファラオに答えた。「私ではありません。神がファラオの繁栄についてお告げになります」。 17 ファラオはヨセフに話した。「夢の中で，私はナイル川の岸に立っていた。 18 するとナイル川から，肉付きの良い美しい7頭の雌牛が上がってきて，川のそばで草を食べ始めた。 19 その後，貧弱で痩せ細った，みすぼらしい7頭の雌牛が上がってきた。エジプト中で，あれほどみすぼらしい雌牛はこれまで見たことがない。 20 それから，その痩せこけたみすぼらしい雌牛が，肉付きの良い初めの7頭の雌牛を食い尽くした。 21 全部を平らげたにもかかわらず，見た目からはそうとは全く分からなかった。元のまま，みすぼらしかったからだ。そこで私は目が覚めた。 22 そして，また夢を見た。穀物の1本の茎から，実の詰まった立派な穂が7つ出ていた。 23 その後，東からの熱風で干からび，しなびた細い穂が7つ出てきた。 24 それから，その細い穂が7つの立派な穂をのみ込んでいった。私は魔術師たちにこのことを話したが，誰も意味を説明できなかった」。 25 するとヨセフはファラオに言った。「ファラオがご覧になった夢は，どちらにも同じ意味があります。真の神が，行おうとしていることをファラオにお告げになったのです。 26 7頭の立派な雌牛は7年のことです。7つの立派な穂も7年のことです。2つの夢には同じ意味があります。 27 後から上がってきた，痩せこけたみすぼらしい7頭の雌牛は7年のことで，東からの熱風で干からびた，空の7つの穂は7年の飢饉のことです。 28 私がファラオに申し上げた通り，真の神が，行おうとしていることをファラオにお示しになったのです。 29 これから7年の間，エジプト中で大豊作になります。 30 しかし，その後の7年は必ず飢饉になります。大豊作のことは忘れ去られ，飢饉がエジプトを襲います。 31 以前の豊作を思い出せないほどの非常に厳しい飢饉です。 32 ファラオが夢を2度ご覧になったのは，真の神がこのことをしっかりお定めになったからです。真の神は速やかに事を運ばれます。 33 それで今すぐ，思慮深くて賢い人をお探しになり，その人にエジプト全土を管理させるのがよいかと思います。 34 そして，ぜひとも監督たちを任命なさってください。7年の豊作の間，エジプトの収穫量の5分の1を集めるためです。 35 これから来る豊年の間，監督たちに穀物を集めさせ，町々で確実に備蓄させてください。それらの穀物は，ファラオの権限の下に置かれます。 36 その穀物があれば，エジプトで生じる7年の飢饉の間，食糧を供給でき，国は滅亡せずに済むでしょう」。 37 ファラオと家来たち皆は，この提案を良いと思った。 38 ファラオは家来たちに言った。「神の力が働いているこのような人がほかにいるだろうか」。 39 そしてヨセフに言った。「神がこうしたこと全てをあなたに知らせたのだから，あなたほど思慮深くて賢い人はいない。 40 あなたに私の家を管理させよう。私の民は皆，あなたに服従することになる。王である私だけが*あなたの上に立つ」。 41 ファラオはさらに言った。「ここに，私はあなたをエジプト全土の管理官とする」。 42 そうしてファラオは認印指輪を自分の指*から外してヨセフの指にはめ，ヨセフに上等の亜麻布の服を着せ，金の首飾りを掛けさせた。 43 それから，自分が持つ2番目に良い兵車に乗らせた。ヨセフの前を行く人たちは「アブレーク*！」と叫ぶのだった。こうしてファラオはヨセフをエジプト全土の管理官にした。 44 ファラオはヨセフに言った。「ファラオは私だが，あなたの認可なしでは，エジプト全土の誰であれ，何一つ行えない*」。 45 その後ファラオはヨセフに，ザフナテ･パネアという名前を与え，オン*の祭司ポティフェラの娘アセナトを妻として与えた。こうしてヨセフはエジプト全土を監督する*ことになった。 46 エジプトの王ファラオの前に立った*時，30歳だった。 ヨセフはファラオの前から出て，エジプト全土を回った。 47 7年の豊作の間，収穫は非常に多かった。 48 ヨセフは7年間，エジプト全土で穀物を集め，町々に備蓄した。周囲の畑で取れた穀物を各町に保管したのである。 49 ヨセフは，膨大な量の穀物を備蓄していった。それは海の砂のように多くなり，量り切れなくなったので，やがて量られることはなくなった。 50 飢饉の年が来る前に，ヨセフに息子が2人生まれた。オン*の祭司ポティフェラの娘アセナトが産んだのである。 51 ヨセフは長男をマナセ*と名付けた。ヨセフが言うには，「神が，私の苦労と父の家族のことを全て忘れさせてくださった」からだった。 52 そして2人目の子をエフライム*と名付けた。ヨセフが言うには，「神が，私の苦難の土地で子供たちが生まれるようにしてくださった」からだった。 53 エジプトで続いた7年間の豊作は終わり， 54 ヨセフが言った通り，7年間の飢饉が始まった。飢饉はあらゆる国を襲ったものの，エジプト全土には食糧*があった。 55 しかし，やがてエジプト各地で人々が飢饉に苦しむようになり，ファラオにパンを求めて叫び声を上げた。ファラオはエジプト人全てに言った。「ヨセフの所に行って指示に従いなさい」。 56 地上全域で飢饉が続いた。飢饉はエジプトでも猛威を振るったため，ヨセフは町々にあった全ての穀物倉庫を開け，エジプト人に売り始めた。 57 他のあらゆる国の人々も，ヨセフから穀物を買うためにエジプトにやって来た。飢饉は地上全域で猛威を振るっていたのである。 
42 さて，ヤコブはエジプトに穀物があることを知り，息子たちに言った。「どうして何もせずに顔を見合わせているのか」。 2 さらに言った。「エジプトには穀物があるそうだ。エジプトに行って穀物を買ってきなさい。そうすれば，私たちは飢え死にしないで済む」。 3 そこでヨセフの兄たち10人が，穀物を買うためにエジプトに向かった。 4 ヤコブは，ヨセフの弟ベニヤミンは一緒に行かせなかった。ヤコブが言うには，「あの子にもしものことがあったらいけない」からだった。 5 イスラエルの息子たちは，食糧を買いに行くほかの人たちと共にエジプトに行った。飢饉はカナン地方にまで広がっていたのである。 6 ヨセフがエジプトを治めていた。あらゆる国の人々に穀物を売っているのも彼だった。ヨセフの兄たちもやって来て，身をかがめてヨセフにひれ伏した。 7 兄たちを見た時，ヨセフはすぐに気付いたが，自分のことは明かさなかった。そして彼らに厳しい口調で言った。「どこから来たのか」。彼らは言った。「カナン地方から食糧を買いに参りました」。 8 このように，ヨセフは兄たちだと気付いたが，兄たちはヨセフだと気付かなかった。 9 ヨセフはすぐに，兄たちについて見た夢のことを思い出した。それから彼らに言った。「スパイだな！ この国の弱みを探ろうとしてやって来たんだろう！」 10 彼らは言った。「いいえ，ご主人さま，私どもは食糧を買うために参りました。 11 私どもは皆兄弟で，正直な人間です。スパイなどではございません」。 12 ヨセフは言った。「いや，この国の弱みを探ろうとしてやって来たのだ！」 13 彼らは言った。「私どもはカナン地方にいる父の息子で，12人兄弟です。一番下の弟は今父の所におり，あとの1人はもうおりません」。 14 ヨセフは言った。「それだ。言った通りだ。やはり，スパイだな。 15 あなたたちを試そう。私はファラオに懸けて誓う。一番下の弟がここに来ない限り，あなたたちをここから出すことはしない。 16 誰か1人が行って弟を連れてきなさい。それまではあなたたちを捕らえておく。そうすれば，あなたたちが言っていることが真実なのかどうかが分かるだろう。もし真実でなければ，確かにスパイだ」。 17 ヨセフはこうして彼らを3日間拘禁した。 18 3日目にヨセフは彼らに言った。「私は神を畏れている。だから，私の言う通りにして，生き続けなさい。 19 あなたたちが正直な人間なら，今拘禁されている家に誰か1人が残り，ほかの人は行ってよい。飢饉に苦しむ家族のために穀物を持っていきなさい。 20 それから，一番下の弟を連れてきなさい。そのようにして，あなたたちの言ったことが信用できると分かれば，あなたたちが死ぬことはない」。彼らはその通りにすることにした。 21 彼らはこう言い合った。「これはきっと，弟にしたことの罰だ。彼はすがり付いてきたのに，私たちは苦しむ様子を見ながら無視した。だからこんな苦しい目に遭うのだ」。 22 ルベンが言った。「『あの子を傷つけてはいけない』と私は言ったではないか。それなのに，あなたたちは聞かなかった。だから今，彼の血の代価を求められているのだ」。 23 ヨセフが聞いて理解していることを，彼らは知らなかった。間には通訳がいたからである。 24 ヨセフはその場を離れ，泣いた。そして戻ってから再び話し，シメオンを選んで彼らが見ている所で縛った。 25 それからヨセフは命令を出して，彼らの袋に穀物をいっぱいに入れさせた。また，彼らのお金を各人の袋に戻させ，旅に必要な食べ物も渡させた。これらはその通りに行われた。 26 こうして彼らは穀物をロバに積んで出発した。 27 宿で，ロバに飼い葉をやろうとして1人が自分の袋を開けた。すると，袋の口の所にお金が入っていた。 28 彼は兄弟たちに言った。「私のお金が戻ってきている。袋の中に入っているのだ！」 それで彼らは動揺し，おびえながら顔を見合わせて言った。「神はどうしてこんな罰をお与えになるのだろう」。 29 カナン地方の父ヤコブの所に着くと，起きたことを全部話した。 30 「あの国の主人は厳しい口調で話し，私たちのことを国の偵察に来たスパイだと非難しました。 31 それで私たちは言いました。『私たちは正直な人間です。スパイではありません。 32 私たちは同じ父の息子で，12人兄弟です。1人はもういませんが，一番下の弟は今，カナン地方の父の所にいます』。 33 ところが，国の主人は言いました。『あなたたちが正直かどうか，確かめることにしよう。1人を私のもとに残し，飢饉に苦しむ家族のために穀物を持っていきなさい。 34 それから，一番下の弟を連れてきなさい。そのようにして，あなたたちがスパイではなく正直であることが分かれば，ここに残った兄弟を返そう。そして，この国で取引することを許可しよう』」。 35 その後，彼らは自分の袋の中身を出していった。すると各人のお金の包みが入っていた。彼らも父も，お金の包みを見て怖くなった。 36 父ヤコブが声を上げた。「あなたたちは，私から次々と奪っていく！ ヨセフはもういない。シメオンももういない。その上ベニヤミンまで連れていこうとするとは。私はどうしてこんな目に遭わなくてはいけないのだ！」 37 ルベンが父に言った。「もし私がベニヤミンを連れて帰らないなら，私の2人の息子の命を取って構いません。彼を私に任せてください。必ず連れて帰ります」。 38 父は譲らず，こう言った。「私の子をあなたたちと一緒に行かせはしない。あの子の兄は死に，あの子だけが残っているのだ。道中であの子にもしものことがあれば，白髪の私はあなたたちのせいで悲しみながら墓*に入ることになる」。 
43 その地方の飢饉は，依然として深刻だった。 2 そのため，エジプトから持ち帰った穀物を皆で食べ尽くすと，父は息子たちに言った。「もう一度行って，食糧を少し買ってきなさい」。 3 するとユダが言った。「あの人から，『弟と一緒に来ない限り，二度と私の顔を見てはならない』とはっきり告げられました。 4 弟と一緒に行かせてくださるのでしたら，あなたのために食糧を買いに行きます。 5 ですが，一緒に行かせてくださらないのでしたら，行きません。あの人に，『弟と一緒に来ない限り，二度と私の顔を見てはならない』と言われたのです」。 6 イスラエルは尋ねた。「どうして私をこんな目に遭わせるのか。なぜほかに弟がいると言ったのか」。 7 息子たちは答えた。「あの人が，『父親はまだ生きているか。ほかに兄弟がいるか』と言って，私たちや家族のことについて聞いてくるので，本当のことを話したのです。まさか，『弟を連れてこい』と言われるなどとは思ってもみませんでした」。 8 それからユダが父イスラエルに言った。「弟を私と一緒に行かせてください。私たちもあなたも私たちの子供たちも飢え死にしないよう，どうか行かせてください。 9 弟のことは私が保証します*。私が責任を負います。もし弟を連れて帰らず，あなたにお返ししないようなことがあれば，私は一生あなたに対する罪を負います。 10 私たちがちゅうちょしていなければ，これまでに2度は行ってこられたでしょう」。 11 父イスラエルは息子たちに言った。「そういうことなら，こうしなさい。この地方のよりすぐりの特産品を袋に入れ，その人への贈り物として持っていきなさい。バルサムと蜜を少し，ラダナムゴム，樹脂の多い樹皮，ピスタチオ，アーモンドなどだ。 12 また，2倍のお金を持っていき，袋の口の所に入っていたお金は返しなさい。きっと何かの間違いだったのだろう。 13 弟を連れて，もう一度その人の所に行きなさい。 14 その人が情けを掛け，あなたたちの兄弟とベニヤミンを返してくれるよう，全能の神が導いてくださいますように。しかし，もしこの私が子供を失わなければならないのであれば，それを受け入れるしかない」。 15 そこで兄弟たちは贈り物と2倍のお金を持ち，ベニヤミンを連れて出発した。そしてエジプトに行き，再びヨセフの前に立った。 16 ベニヤミンが一緒にいるのを見て，ヨセフはすぐに家の管理人に言った。「この人たちを家に連れていき，肉を準備して調理し，昼にこの人たちが私と一緒に食事できるようにしなさい」。 17 管理人は直ちにヨセフの言う通りにし，一行をヨセフの家に連れていった。 18 しかし，ヨセフの家に連れてこられた兄弟たちは怖くなり，こう言った。「あの時，袋に入っていたお金のことで，ここに連れてこられたんだ。きっとひどい目に遭わされて，奴隷にされ，ロバも奪われるだろう」。 19 それで彼らはヨセフの家の管理人に近づき，家の入り口で話し掛けた。 20 「すみません。私たちは確かに，以前も食糧を買いに来ました。 21 ところが，宿に着いてそれぞれの袋を開けていくと，なぜか，各人のお金が袋の口の所に入っていました。そっくりそのまま入っていたのです。それで，それをお返ししたいと思っています。 22 食糧を買うために，さらにお金を持ってきています。誰がお金を袋に入れたのか，私たちは知りません」。 23 管理人は言った。「大丈夫です。心配要りません。皆さんの神，皆さんのお父さまの神が，袋に宝をお入れになったのです。皆さんのお金は受け取っています」。その後，彼はシメオンを兄弟たちの所に連れてきた。 24 管理人は一行をヨセフの家に入れ，水を持ってきて足を洗えるようにし，ロバに飼い葉をやった。 25 兄弟たちは，昼に来るヨセフのために贈り物を用意した。そこで一緒に食事をすると聞いていたのである。 26 ヨセフが家の中に入ると，彼らは持ってきた贈り物をヨセフに差し出し，ひれ伏した。 27 その後ヨセフは，元気かどうかを彼らに尋ねた。「あなたたちが話していた高齢の父親は元気でいますか。今も生きていますか」。 28 彼らは，「私どもの父は元気で，今も生きております」と言った。そして身をかがめ，ひれ伏した。 29 ヨセフは目を上げて，自分の母の子である弟ベニヤミンを見ると，「この人が，あなたたちが言っていた一番下の弟ですか」と言った。そしてベニヤミンに，「神があなたを祝福してくださいますように」と言った。 30 ヨセフは急いでその場を離れた。弟への思いが込み上げてきたのである。泣く場所を探し，私室に入って涙を流した。 31 ヨセフは顔を洗い，落ち着きを取り戻して出ていった。そして，「食事を出しなさい」と言った。 32 ヨセフ，兄弟たち，共にいるエジプト人に別々に食事が出された。エジプト人はヘブライ人と一緒に食事をすることができなかったからである。そうすることはエジプト人にとって忌まわしいことなのである。 33 兄弟たちはヨセフの前に，長男としての権利を持つ長男から一番下の弟まで，年齢順に座らされた。それで兄弟たちは驚いて顔を見合わせるのだった。 34 ヨセフは，自分の食卓からそれぞれの分を運ばせ，ベニヤミンの分をほかの人たちの5倍にした。こうして一同は，ヨセフと共に十分に食べて飲んだ。 
44 その後，ヨセフは家の管理人に命じた。「あの人たちの袋に，持っていけるだけの食糧をいっぱいに入れ，各人のお金をそれぞれの袋の口の所に入れておきなさい。 2 そして一番年下の人の袋の口には，穀物の代金と一緒に，私の銀の杯を必ず入れておきなさい」。管理人はヨセフの指示通りにした。 3 朝，明るくなってから，一行は見送られ，ロバを連れて出発した。 4 一行がまだ町から遠く離れていない時に，ヨセフは家の管理人に言った。「今すぐ，あの人たちの後を追いなさい。追い付いたなら，こう言いなさい。『あなたたちはどうして，恩をあだで返すようなことをしたのか。 5 あの杯は，私の主人が飲む時や将来を占う時に使うものではないか。あなたたちは悪いことをした』」。 6 管理人は一行に追い付き，言われたことを話した。 7 彼らは言った。「どうしてそのようなことをおっしゃるのでしょうか。私どもはそんなことをするなど考えもしません。 8 袋の口の所に入っていたお金をお返しするため，カナン地方から持ってきたではありませんか。それなのに，あなたのご主人さまの家から銀や金を盗み出すことなどあり得るでしょうか。 9 私たちの中に，それを持っている者が見つかったなら，その者は死なせ，ほかの者はご主人さまの奴隷にしてください」。 10 管理人は言った。「いいでしょう。しかし，持っていた人が奴隷となります。ほかの人は無罪です」。 11 そこで彼らは各自すぐに袋を地面に下ろし，中を開けた。 12 管理人は注意深く捜した。一番年上の人から始め，最後は一番年下の人だった。するとベニヤミンの袋の中に杯が見つかった。 13 それで彼らは自分の衣服を引き裂いた。荷物を再びロバに載せ，町に引き返した。 14 ユダと兄弟たちがヨセフの家に入ると，ヨセフはまだそこにいた。彼らはヨセフの前でひれ伏した。 15 ヨセフは言った。「あなたたちがしたこのことは，いったいどういうことなのか。私のような者は正確に将来を占えるということを知らなかったのか」。 16 ユダが答えた。「ご主人さまに何を申し上げられるでしょう。何をお話しできるでしょう。どうやって私たちの無実を証明できるでしょう。真の神は，私たちの過ちを見つけられました。これから私たちはご主人さまの奴隷です。私たちも杯を持っていた者もです」。 17 ヨセフは言った。「そうするつもりはない。杯を持っていた人だけが私の奴隷となる。ほかの人には何もしない。父親の所に帰りなさい」。 18 ユダはヨセフに近づいて，言った。「お願いです，ご主人さま。どうか，ご主人さまに一言申し上げさせてください。どうかお怒りになりませんように。ご主人さまはファラオのように力のある方です。 19 ご主人さまは私たちに，『父親や弟がいるか』とお尋ねになりました。 20 それで私たちは，『年老いた父と，父が高齢になってから生まれた一番下の弟がおります。同じ母を持つ唯一の兄が死んだため，その弟だけが残されていて，父はその子を愛しております』とご主人さまに申し上げました。 21 その後ご主人さまは，『その者を連れてきて，私がこの目で確かめられるようにしなさい』とおっしゃいました。 22 私たちは，『あの弟が父のもとを離れることはできません。もし離れるようなことがあれば，父はきっと死んでしまいます』とご主人さまに申し上げました。 23 するとご主人さまは，『一番下の弟が一緒に来ない限り，二度と私の顔を見ることはできない』とおっしゃいました。 24 それで，私たちは父の所に行って，ご主人さまの言葉を伝えたのです。 25 やがて父は，『もう一度行って，食糧を少し買ってきなさい』と言いました。 26 私たちは言いました。『行くことはできません。一番下の弟が一緒なら行きます。一緒でなければ，あの方の顔を見ることはできないのです』。 27 父は言いました。『あなたたちもよく知っている通り，私の妻が産んだ子は2人だけだった。 28 それなのに，1人は私のもとからいなくなった。私は，「あの子はきっと切り裂かれたのだ！」と言った。以来ずっと，あの子を見ていない。 29 この子まで私の前から連れていかれ，この子にもしものことがあれば，白髪の私はあなたたちのせいで苦しみながら墓*に入ることになる』。 30 それで，もしこの弟を連れずに父の所に戻るなら，父は弟を自分のことのように愛していますので， 31 弟がいないのを見てすぐに死んでしまうでしょう。白髪の父は私たちのせいで悲しみながら墓*に入ることになるのです。 32 私は父に，弟については私が責任を負うと申し出，『もし弟を連れて帰らなければ，私は一生，父に対する罪を負います』と言いました。 33 ですから，どうか，弟の代わりに私がご主人さまの奴隷として残り，弟は兄たちと一緒に帰れるようにしていただけないでしょうか。 34 弟を連れずに父の所に帰ることなど，どうしてできるでしょうか。父が苦しむ姿は見るに堪えません」。 
45 ついにヨセフは，召し使いたちの前で気持ちを抑えていることができなくなり，こう言った。「全員，席を外しなさい」。そして自分と兄弟たちだけになってから，ヨセフは自分のことを明かした。 2 ヨセフは声を上げて泣きだした。エジプト人たちにも聞こえるほどで，ファラオの家の人たちもそれを聞いた。 3 ヨセフは兄弟たちに言った。「私はヨセフです。父はまだ生きていますか」。しかし，兄弟たちは気が動転し，何も答えられなかった。 4 ヨセフは言った。「どうぞ，そばに来てください」。彼らはそばに寄った。 ヨセフは言った。「私は弟のヨセフです。皆さんは私をエジプトに売りました。 5 しかし今は，私を売ったことで心を痛めたり，互いに責め合ったりはしないでください。皆さんが生き続けられるよう，神が私を先に遣わしたのです。 6 飢饉になって今は2年目ですが，耕すことも収穫することもない年があと5年あります。 7 神は私を先に遣わし，皆さんが生き延びて地上に子孫を残せるよう，大きな救いの手を差し伸べました。 8 ですから，私がここに来るようにしたのは皆さんではなく，真の神です。私をファラオの主席顧問官，ファラオの家全体の主人，エジプト全土を治める者とするために，そうなさったのです。 9 急いで私の父の所に戻り，こう言ってください。『あなたの子ヨセフがこのように言いました。「神は私をエジプト全土の主人としました。私の所に来てください。すぐに来てください。 10 そして，ぜひゴシェン地方に住んでください。そうすれば，あなたも，息子や孫も，羊や牛も，あなたの全てのものも，私の近くで暮らせます。 11 そこであなたに食糧を供給します。そうしないと，あなたと家族，あなたの全てのものは困窮してしまうでしょう。飢饉はあと5年続くからです」』。 12 今，皆さんも弟ベニヤミンも自分の目で見ている通り，確かに私ヨセフが話しています。 13 ですから，エジプトでの私のあらゆる栄光と，皆さんが見たこと全てを，父に話してください。急いで父を連れてきてください」。 14 それからヨセフは弟ベニヤミンを抱いて泣き，ベニヤミンもヨセフに腕を回して泣いた。 15 ヨセフは兄弟たち皆に口づけし，抱いて泣いた。その後，兄弟たちはヨセフと語り合った。 16 「ヨセフの兄弟たちが来た！」という知らせがファラオの家に届き，ファラオと家来たちは喜んだ。 17 ファラオはヨセフに言った。「兄弟たちにこう言いなさい。『家畜に荷物を積んでカナン地方に行き， 18 父と家の人たちを連れて私の所に来なさい。エジプトの良い物を与えよう。この土地で取れる最高の物を食べなさい』。 19 そしてこう告げなさい。『子や妻のために，エジプトから牛車を持っていきなさい。その1つに父を乗せてここに来なさい。 20 家財道具のことは心配要らない。エジプト全土の最高の品々を与える』」。 21 イスラエルの息子たちはその通りにし，ヨセフはファラオの命令通り牛車と道中の食べ物を与えた。 22 また，それぞれに着替えを渡し，ベニヤミンには銀300枚と着替え5着を渡した。 23 父には，エジプトの良い物を載せたロバ10頭と，父の道中のための穀物とパンと他の食べ物を積んだ雌ロバ10頭を贈った。 24 こうしてヨセフは兄弟たちを送り出した。出発の時，ヨセフは兄弟たちに，「途中でいがみ合ったりしないでください」と言った。 25 彼らはエジプトをたって，カナン地方に入り，父ヤコブの所に着いた。 26 そしてヤコブに報告した。「ヨセフは生きています！ しかも，エジプト全土を治める者になっています」。ヤコブの心は反応しなかった。彼らの言うことを信じなかったのである。 27 しかし父ヤコブは，ヨセフの言ったことを彼らから全部聞き，自分のためにヨセフが用意してくれたという牛車を見て，生気を取り戻していった。 28 イスラエルは言った。「そうか。よく分かった。私の子ヨセフは生きているのだ！ 死ぬ前に，あの子に会いに行こう」。

または，「すてきな」。
または，「谷あいの平原」。
直訳，「ミディアン人」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
直訳，「ミディアン人」。
用語集参照。
または，「赤い」。
意味，「裂け目」。恐らく，会陰裂傷のことを指す。
王にぶどう酒などを給仕する人。
パンなどを焼く料理人。
直訳，「あなたの頭を上げ」。
直訳，「水ために入れられる」。
直訳，「頭を上げて」。
直訳，「水ため」。
または，「王座に関してだけ私が」。
直訳，「手」。
敬意を表するよう呼び掛ける言葉と思われる。
直訳，「手や足を上げられない」。
ヘリオポリスのこと。
または，「回る」。
または，「ファラオに仕え始めた」。
ヘリオポリスのこと。
意味，「忘れやすくさせる者」，「忘れさせる者」。
意味，「2倍生む」。
直訳，「パン」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
または，「私が弟の保証人になります」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
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